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＜金標準、LMEの非鉄金属の上昇で高値更新・・＞ 

 

（出所：オアシス） 

生産者物価指数（PPI）が 0.5％へ上昇し、コア部門でも前年比で 2.4％へ上昇を示しなが

ら、パウエル FRB 議長は講演で「次の動きが利上げになるとは思えない」と発言しながら

「われわれは忍耐強くあるべきで、景気抑制的な政策がその効果を発揮するのを待つ必要

があることが分かった」と述べたが、消費者信頼感指数（CPI）は前月比で 0.3％へ低下し、

コア部門でも前年比で 3.6％と低下し、また小売売上高は±0％へ低下するなど、市場では

9月の利下げ観測が強まりを見せている。特に為替市場では、日銀の介入もあり一時 152円

台まで円高が進むが、日米間の金利差に注目した円売り・ドル買いが根強く、155円台で推

移している。特に週末は、LME市場で世界第 3位のニッケル産出国であるニューカレドニア

で暴動を機にニッケルが 7.9％高、銅価格も 2.8％高、シルバーも 11 年ぶりの高値を試す

など 3.7％高を演じており、金標準も押し上げられ一代高値を更新するなど 12135円まで高

値を試しており、流れに逆らう事が難しい値動きに思える。 

＜テクニカル＞ 

金標準先物の日足の MACDでは、MACDは MACDが上昇し、シグナルは下げ渋りながら MACDが

シグナルを上回っている。RCI では短期が+93％で横ばいし、中期は+79％で上昇しており、

強気を示唆する動きに思える。 
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